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実際に生活をしての実感 

私は現在広島県で一人暮らしをしています。 

オール電化ではなく、ガスも使っているのですがあまり自炊をしておらず、料理やその他諸々、

生活の中で最もよく使うのは電気です。ご飯もレンジで温めてつくるほうが早く済みますし。 

プランに関しては正直なところあまり把握していないですが、中国電力さんのスマートコースと

いう種別に契約していたと思います。ひとり暮らしということであまり電気を大量につかうこと

はないだろうと一人暮らしを始める際に思ってこの種別にいたしました。 

私は電気代を両親に支払ってもらっています。昨今の電気代高騰についてはニュースや SNS で

聞いてはいたが、自分の電気代がどうなっているかはあまり知りませんでした。 

私の友人が SNS で電気代が 1 万 5 千円を超えたという投稿をしていました。その友人の契約種

別やオール電化か否かどうかはわかりませんが、大学生にとってひと月 1万 5千円はとても大き

な痛手だなあと思います。そこで私も母に今月の電気代を聞きました。私は約 5000 円でした。

どうやら普段は 2000 円程度であったりしたのでかなり値上げされていると自分でも実感しまし

た。もしこれが続くようであれば私もここで取り上げた私の友人も困窮を強いられるとおもいま

す、払えずにろくに電気を使えずに生活もままならないとなることがないよう、この値上げが終

わることを強く望んでいます。 

事前学習資料などを受けて 

今回の値上げに関して様々(燃料費高騰や紛争によるものなど)あると思いますが、消費者が困窮

していることは事実です。実際に基本料などの固定費を値上げしている電力会社も見受けられま

すが、本当に必要であるかなどはぜひ検討していただきたいなと思います。 

基本料金以外の値上げに関しても現在は火力発電燃料費等の値上げが原因で起こっていること

です。その説明をしっかり消費者の方に行い、今後高騰が収まった際には今までの料金に戻して

ほしいと感想程度ですが思いました。 

まとめ 

燃料費の高騰などに関しては昨年度の初めウクライナ紛争から予想できたことではないかと素

人目からですが思っています。さらに電気料金だけでなくガソリン代などもここ数年上がり続け

ていることもあり、私達の生活の近くにある、ないと生活を続けることが困難になってしまうも

のの値段が高騰しているのは定かです。前にも記述しましたがこのまま高騰し続けて電気料金が

払えなくなることを恐れつかわずに苦しい生活をしいられることは避けるべきだとおもいます

し、私自身もそのような生活を送りたくありません。 

ぜひ電力会社のみなさまにも以上のことを真摯に受け止め検討していただくことを願います。 

以上 
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